
 
 
 
 
 
 
 

第 1431 回例会 18 年 2月 20 日(月) 
於 海南商工会議所 ４F    12:30～ 

 

１．開会点鐘          会長 塩崎博司 

２．ロータリーソング   「それでこそロータリー」 
３．ゲスト紹介 

       海南警察署長 三原秀隆様 
４．出席報告  

会員総数 74 名 出席者数 45 名 出席免除会員 2名 

  出席率 62.5％ 前回修正出席率 80.56％ 

 

５．会長スピーチ         会長 塩崎博司 

 皆様今日は、三寒

四温と言いますが、

梅のつぼみも白い

ものがちらちら見

えるようになりま

した。 

 本日のゲストは、

海南警察署署長の

三原秀隆様です。公

務ご多忙な処よう

こそお越し下さい

ました。本日後ほど

卓話をして頂きます。宜しくお願い致します。 
 私、林、花田、海南西の神出さん、２３日第１陣と

して、フィリピンＲＣとの友好交流、特にルパング島

農家の貧困克服対策としての、カシューナッツの植林、

去年貸与した豚、鶏の成育様子を見てきます。帰りま

して報告致します。 
 

６．幹事報告 

○例会臨時変更 

 海南ＲＣ 
3 月 8 日（水）→3 月 11 日（土） 

19:00～ 「美登利」 
○休会のお知らせ 
 和歌山西ＲＣ  3 月 1 日（水） 
○レート変更のお知らせ 
 ３月より 
  １＄＝１１８円 
 

７．ゲスト卓話 
 海南警察署長 三原秀隆様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．海南の事件内容 
①検挙から予防の方へ

力を注いだ結果、犯罪の

減少になりました。 
②発生率、検挙率とも良

くやっているという感

じです。 
③交通事故については

グラフのとおりです。 
④逮捕術大会にてＡク

ラス優勝は初めてなの

で喜んでおります。 
２．カレー事件について 
 第一報は園部の夏祭り会場で食中毒という一報が

あったが、どうもおかしいと感じ取りました。 
初動捜査の段階で、林夫婦の名前が挙がりました。ど

うも保険金で飯を喰っている様だということで洗い

出しをし出しました。そこで「ヒ素」との関連が発覚

しました。そこで林真須美の保険金とヒ素との関連が

明らかになり、１０月４日に逮捕いたしました。ヒ素

を使った保険金詐欺について黙秘を続けていますが、

想定内とのことです。 
 あらゆる証拠をもとにカレー事件の立証ができた

わけです。この事件で得たものは日本の医学・科学の

力はすごいなという思いです。 
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＊＊＊ ニコニコ・ＢＯＸ ＊＊＊ 

 
新垣 勝君  ローターアクト研修会行ってきまし

た。署長さん今日は卓話ありがとうご
ざいます。 

宇恵弘純君  少し出席が遅くなりますが三原署長
様、本日はご苦労様です。又逮捕術大
会優勝おめでとうございます。 

小久保好章君 昨日ローターアクト全国研修会に行
って来ました。 

       感動のあまり何度も泣いてしまいま
した。 

青木美典君  ゲストの海南警察署長の三原様、本日
はありがとうございます。 

楠部賢計君  土・日、２日間ローターアクトクラブ
の全国研修会に参加して、若いパワー
をいただいて１５歳は若返ってきま
した。 

塩崎博司君 木地義和君 山畑弥生君 
三原署長様、本日はお世話になります。 
どうぞよろしくお願い致します。 
 
 

 
 
 
 
ボイド RI 会長エレクト 

”率先しよう”と訴える 
「Lead the Way」 

 
ウイリアム B.ボイド

（William B. Boyd）次期 RI
会長が ”率先しよう”
（Lead the Way）を
2006‐07 年度のテーマに
選びました。アメリカ、カ
リフォルニア州、サンデイ
エゴでの国際協議会で、2
月 17 日に、次期地区ガバ

ナーに”これは、私のテーマで、ロータリアンが世界
を変える力を持っているという私の確信です”と述べ
ました。毎年、国際協議会で次期の RI 会長が翌年の
テーマを発表します。カール・ヴイルヘルム・ステン
ハマー現 RI 会長のテーマはロータリーが長年使って
いるモットー”超我の奉仕”です。”次年度は、皆様方
各人が地区と地域で、指導者としての立場を固め、寛
容、無私、清廉の見本になる生活を実践するように願
います。最良の指導者は人道的です。友情と微笑みを
以って実行して下さい。そうすれば他の人達も喜んで
同じ道を歩んでくれます”とボイド会長エレクトが述
べました。更に、ボイド会長エレクトは”ロータリア
ンとして、我々のクラブや地域が、色々な点で、現状
維持には満足しておりません。問題を誰かが解決して
呉れると考えずに、我々こそ”我々が出来ないか？”と
尋ねるべきです。我々は良い将来を建設する技と望み
を持っており、我々こそ”率先しよう”です。 

2006-07 は今迄の重点項目を踏襲 
 

 ボイド次期 RI 会長

は、2006-07 年度に今

迄に実行中の４項目に

重点を置きます。2 月

17 日、カリフォルニア

州、サンデイゴでの国

際協議会で次期地区ガ

バナーに、重点は水管

理、識字、保健・飢餓、

ロータリー家族と告げ

ました。 
 カール・ヴイルヘル

ム・ステンハマー現 RI
会長のテーマは、識字、

水、保健と飢餓問題、公共イメージです。前 RI 会長 
ジョナサン B. マジアベ及びグレン・エステス Jr 前
RI 会長もこれらの諸問題を掲げました。今迄にクラ

ブはこれらの分野の奉仕事業を実施して、井戸を掘っ

たり、綺麗な水を作ったり、辞書の配布、教員教育、

学校施設改善、食糧供与、医療用品供与等を行いまし

た。 
 ボイド会長エレクトがこの重点発表後に、ステンハ

マー会長が説明を加え、識字と水管理の関連性を述べ、

タンザニアで NGO の「水支援」の報告によれば、今

迄の水汲み場への 1 時間が 15 分になった事で学校の

出席率が１２パーセント増加しました。世界銀行の調

査によれば、バングラデッシでは水運び時間の減少で

登校率が 15 パーセント向上しました。 
 ステンハマー会長によると、世界人口の 20 パーセ

ントが安全な飲料水を入手出来ず、ロータリアンが飲

料水の汚染源に注意するよう奨めました。” 屡々工業

が、母なる自然が我々に与えて呉れた物を変えて、水

を汚染します。家庭の流しでの洗剤や薬品の使用にも、

最大の注意を払わなければなりません”と実例を上げ

て説明しました。識字に関しては、本屋を営む家族の

中に育ったので、ボイド会長エレクトにとり、身近な

もので、識字は貧困からの脱出を助け、女性に力を与

え、水資源保護に地域が努めるのに役立ち、保健と飢

餓関連の問題対応に役立ちます。「ロータリー家族」

に関して、ボイド会長エレクトは、これには、ロータ

ーアクター、インターアクター、インナーウイール、

ロータリー財団同窓生、青少年交換学生とロータリー

会員の家族を含みます、と述べました。ボイド会長エ

レクトは、多忙で若いクラブ会員の家族がクラブ活動

に参加出来るように考慮を奨めました。例えば、費用

が嵩む子供を預けての公式な夕食会の代わりに、週末

のバーベキューやピクニックや奉仕活動を行えば、家

族全部が参加出来ると付け加えました。”来年は、ク

ラブが全年代の人達を迎えるように努めると共に、青

少年の為のプログラムが重要な事を、記憶しておいて

下さい”とボイド会長エレクトが述べました。 
 

会報委員会 委員長 山野 明 副委員長 上野山雅也  嶌村佳郎 吉田昌生 山東剛一 柳生享男 

ボイド RI 会長エレクト 


